
虹
の
用
水
が
潤
す
道
前
道
後
平
野

夢
の
用
水
と
い
わ
れ
た
愛
知
用
水
に
ち
な
ん
で
「
西
の

愛
知
用
水
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
道
前
道
後
平
野
の

農
業
水
利
事
業
は
「
虹
の
用
水
」
と
呼
ば
れ
る
。
西
日
本

最
高
峰
の
石
鎚
山
か
ら
虹
の
よ
う
に
四
国
山
脈
の
分
水
嶺

を
超
え
て
導
か
れ
た
用
水
が
道
前
道
後
平
野
を
潤
し
、
愛

媛
県
の
食
料
生
産
を
支
え
て
い
る
。

愛
媛
県
と
い
え
ば
、
温
州
み
か
ん
、
中
晩
柑
類
の
日
本

有
数
の
産
地
で
あ
り
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
が
出
て
く
る
と
い
う
都
市
伝
説
で
有
名
で
あ
る
（
実
際
、

松
山
空
港
や
観
光
物
産
館
等
に
実
在
す
る
）。
ま
た
、
愛

媛
県
で
は
、
温
暖
な
気
象
条
件
の
も
と
果
樹
以
外
で
も
、

野
菜
、
米
を
基
幹
と
し
た
多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
は
だ
か
麦
の
生
産
は
日
本
一

を
誇
っ
て
い
る
。

今
回
、
テ
ー
マ
と
す
る
「
佐
古
ダ
ム
」
は
重

信
川
流
域
に
展
開
す
る
道
後
平
野
（
松
山
市
、

伊
予
市
、
東
温
市
、
松
前
町
、
砥
部
町
）
を
受

益
地
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
道
後
平
野
も
瀬
戸

内
式
気
候
特
有
の
温
暖
で
年
間
一
、三
〇
〇
㎜

と
い
う
少
雨
気
候
で
あ
り
、
古
来
よ
り
水
不
足

に
悩
ま
さ
れ
、
多
く
の
た
め
池
を
築
造
す
る
な

ど
苦
労
を
重
ね
て
お
り
、
干
ば
つ
の
た
び
に
激

し
い
水
争
い
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
有
す

る
。江

戸
時
代
に
お
け
る
道
後
平
野
の
新
田
開
発

は
旧
田
と
新
田
、
上
流
と
下
流
の
激
し
い
水
争

道
後
平
野
を
潤
し
多
様
な

農
業
を
支
え
る
佐
古
ダ
ム

│
未
来
に
架
け
る
虹
の
用
水
の

　
　
　
　
　
　
　
思
い
を
継
い
で
│

西
松
建
設
株
式
会
社

顧
問　
　

松
本

雅
夫
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虹
の
用
水
が
潤
す
道
前
道
後
平
野

夢
の
用
水
と
い
わ
れ
た
愛
知
用
水
に
ち
な
ん
で
「
西
の

愛
知
用
水
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
道
前
道
後
平
野
の

農
業
水
利
事
業
は
「
虹
の
用
水
」
と
呼
ば
れ
る
。
西
日
本

最
高
峰
の
石
鎚
山
か
ら
虹
の
よ
う
に
四
国
山
脈
の
分
水
嶺

を
超
え
て
導
か
れ
た
用
水
が
道
前
道
後
平
野
を
潤
し
、
愛

媛
県
の
食
料
生
産
を
支
え
て
い
る
。

愛
媛
県
と
い
え
ば
、
温
州
み
か
ん
、
中
晩
柑
類
の
日
本

有
数
の
産
地
で
あ
り
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
が
出
て
く
る
と
い
う
都
市
伝
説
で
有
名
で
あ
る
（
実
際
、

松
山
空
港
や
観
光
物
産
館
等
に
実
在
す
る
）。
ま
た
、
愛

媛
県
で
は
、
温
暖
な
気
象
条
件
の
も
と
果
樹
以
外
で
も
、

野
菜
、
米
を
基
幹
と
し
た
多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
は
だ
か
麦
の
生
産
は
日
本
一

を
誇
っ
て
い
る
。

今
回
、
テ
ー
マ
と
す
る
「
佐
古
ダ
ム
」
は
重

信
川
流
域
に
展
開
す
る
道
後
平
野
（
松
山
市
、

伊
予
市
、
東
温
市
、
松
前
町
、
砥
部
町
）
を
受

益
地
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
道
後
平
野
も
瀬
戸

内
式
気
候
特
有
の
温
暖
で
年
間
一
、三
〇
〇
㎜

と
い
う
少
雨
気
候
で
あ
り
、
古
来
よ
り
水
不
足

に
悩
ま
さ
れ
、
多
く
の
た
め
池
を
築
造
す
る
な

ど
苦
労
を
重
ね
て
お
り
、
干
ば
つ
の
た
び
に
激

し
い
水
争
い
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
有
す

る
。江

戸
時
代
に
お
け
る
道
後
平
野
の
新
田
開
発

は
旧
田
と
新
田
、
上
流
と
下
流
の
激
し
い
水
争

道
後
平
野
を
潤
し
多
様
な

農
業
を
支
え
る
佐
古
ダ
ム

│
未
来
に
架
け
る
虹
の
用
水
の

　
　
　
　
　
　
　
思
い
を
継
い
で
│

西
松
建
設
株
式
会
社

顧
問　
　

松
本

雅
夫

い
を
引
き
起
こ
し
た
。
砥
部
町
の
古
樋
井
手
で
は
、
明
和

八
年
（
一
七
七
一
年
）
の
大
干
ば
つ
で
水
争
い
の
大
乱
闘

が
発
生
、
幕
府
の
取
り
調
べ
は
苛
烈
を
極
め
、
農
民
を
救

う
た
め
地
元
の
組
頭
兵
衛
門
が
首
謀
者
と
名
乗
り
出
て
無

実
の
罪
に
服
し
た
悲
劇
の
歴
史
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

安
定
し
た
農
業
用
水
の
確
保
は
愛
媛
県
の
悲
願
で
あ
り
、

愛
媛
県
議
会
で
の
議
論
を
発
端
に
石
鎚
山
の
水
を
太
平
洋

に
流
さ
ず
に
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
構
想
が
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
当
初
、
一
笑
に
付
さ
れ
た
が
、
事
業
を
求
め
る
陳

情
に
お
い
て
農
林
大
臣
に
詰
め
寄
り
、「
大
臣
が
聞
い
て

く
れ
な
け
れ
ば
、
明
朝
、
農
林
省
の
玄
関
で
割
腹
す
る
」

と
す
ご
ん
だ
と
の
伝
説
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
熱
い
地
元

の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
岡
山
農
地
事
務
局
も
困
難
な
現
地

調
査
を
積
み
重
ね
、
つ
い
に
国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水

利
事
業
（
昭
和
三
十
二
年
度
〜
昭
和
四
十
二
年
度
）（
一

期
事
業
）
が
実
施
さ
れ
た
。
一
期
事
業
は
、
石
鎚
山
の
水

を
道
前
道
後
平
野
に
導
く
「
虹
の
用
水
」
と
呼
ば
れ
、
水

源
と
な
る
面
河
ダ
ム
、
幹
線
用
水
路
等
の
基
幹
的
水
利
施

設
が
造
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
区
内
の
農
業
用
水

は
安
定
的
に
確
保
、
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
地
域

の
農
業
生
産
性
の
向
上
及
び
農
業
経
営
の
安
定
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
、
一
期
事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ

た
施
設
も
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
老
朽

化
が
進
行
し
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
に
支

障
を
き
た
す
と
と
も
に
、
新
た
に
水
田
に
お

け
る
畑
作
用
水
及
び
新
規
受
益
地
区
の
か

ん
が
い
用
水
が
必
要
と
な
る
な
ど
農
業
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
必
要
が
で
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
元
年
度
に
国
営
道
前
道
後

平
野
農
業
水
利
事
業
（
二
期
事
業
）
が
着
手

さ
れ
た
。
二
期
事
業
で
は
、
面
河
ダ
ム
、
幹

線
用
水
路
等
の
老
朽
化
対
策
を
行
う
と
と

も
に
、
中
山
川
水
系
志
河
川
に
志
河
川
ダ
ム

を
、
重
信
川
水
系
佐
川
川
に
佐
古
ダ
ム
を
新

設
し
、
冬
期
用
水
を
確
保
す
る
と
と
も
に
新

規
受
益
地
区
の
か
ん
が
い
用
水
を
確
保
し
、

農
業
用
水
の
安
定
的
な
供
給
を
図
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
佐
古
ダ
ム

は
こ
の
二
期
事
業
で
整
備
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

な
お
、
本
地
域
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
佐
古
ダ
ム
を
含
む
基
幹
施
設
の

老
朽
化
対
策
は
も
と
よ
り
、
中
山
川
取
水
堰
、
横
谷
調
整

池
、
通
谷
調
整
池
な
ど
重
要
度
に
応
じ
た
耐
震
性
能
を
有

し
て
い
な
い
施
設
の
大
規
模
地
震
対
策
が
急
務
と
な
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、国
営
道
前
道
後
用
水
農
業
水
利
事
業（
三

期
事
業
）
が
令
和
五
年
に
着
工
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

佐
古
ダ
ム
の
建
設

佐
古
ダ
ム
は
、
堤
高
三
一
m
、
堤
長
二
一
二
m
、
有
効

越流部標準断面図

着工前のダムサイト
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貯
水
量
一
、〇
二
〇
千
㎥
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
あ
る
。
ダ
ム
サ
イ
ト
の
基
礎
地
盤
は
、
和
泉
層
群
の
砂

岩
・
頁
岩
互
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
実
施
設
計
時

で
は
主
に
地
質
的
要
因
を
考
慮
し
、
中
心
遮
水
型
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ダ
ム
が
有
利
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
ダ
ム

軸
の
追
加
ボ
ー
リ
ン
グ
等
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
河
床
中

央
か
ら
右
岸
側
が
C
M
級
岩
盤
と
評
価
さ
れ
、
基
礎
処
理

の
容
易
さ
（
通
常
の
止
水
グ
ラ
ウ
ト
で
処
理
可
能
）、
遮

水
材
の
調
達
の
不
安
定
さ
に
代
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材

調
達
の
容
易
さ
（
近
傍
に
規
模
の
大
き
な
砕
石
工
場
が
存

在
）、
施
工
性
（
工
期
の
短
さ
）、
経
済
性
（
フ
ィ
ル
ダ
ム

案
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
案
が
二
割
程
度
経
済
的
）、

さ
ら
に
ダ
ム
サ
イ
ト
下
流
に
人
家
も
多
く
、
社
会
通
念
上

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
へ
の
安
心
感
が
強
い
こ
と
等
を
総
合

的
に
判
断
し
た
結
果
、
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
形
式

を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
の
施
工
で
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
方
法
、
運
搬
方
法
が
全
体
工
程
を
支
配
す
る
。

佐
古
ダ
ム
で
は
、
ゲ
ー
ト
の
な
い
単
純
な
ダ
ム
形
状
、
堤

敷
の
広
い
地
形
条
件
、
内
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
が
五
〇
％

に
満
た
な
い
堤
体
規
模
、
現
地
が
佐
古
池
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
工
期
短
縮
の
必
要
性
等
を
考

慮
し
て
拡
張
レ
ヤ
工
法
が
適
用
さ
れ
た
。
拡
張
レ
ヤ
工
法

は
、
施
工
設
備
な
ど
の
許
す
範
囲
内
で
で
き
る
だ
け
継
目

を
設
け
ず
に
大
き
な
範
囲
を
一
度
に
打
設
す
る
工
法
で
あ

り
、
施
工
の
合
理
化
・
省
力
化
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
ダ
ム
の
設
計
に
お
い
て
は
、
事
業
に
お
い
て
定

め
た
環
境
配
慮
基
本
方
針
に
即
し
、
自
然
と
調
和
し
た
潤

い
空
間
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
曲
線
を
用
い
た
豊
か
さ
」
と

「
自
然
美
と
人
工
美
の
調
和
」
を
目
標
と
し
た
。
具
体
的施工中の佐古ダム

ケーブルクレーンによる拡張レヤ打設状況

ダンプ直送による拡張レヤ打設状況
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に
は
、
景
観
設
計
を
取
り
入
れ
て
堤
体
の
導
流
壁
に
平
面

的
な
曲
線
を
挿
入
し
、
堤
体
上
で
漸
縮
さ
せ
て
流
れ
る
よ

う
な
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
る
。
ま
た
減
勢
工
に
渡

し
た
橋
梁
上
か
ら
堤
体
を
越
流
す
る
流
水
が
広
く
見
え
る

よ
う
越
流
幅
を
広
く
と
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

ダ
ム
の
建
設
は
用
地
買
収
・
補
償
の
基
本
交
渉
妥
結
を

受
け
て
平
成
九
年
六
月
に
堤
体
基
礎
掘
削
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
堤
体
基
礎
掘
削
に
お
い
て
、
途
中
、
左
岸
下
流
広
場

の
崩
壊
が
発
生
し
、
法
面
保
護
工
（
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
、
モ

ル
タ
ル
吹
付
、
フ
リ
ー
フ
レ
ー
ム
及
び
グ
ラ
ン
ド
ア
ン

カ
ー
）
を
施
工
し
た
。
右
岸
堤
体
掘
削
法
面
部
も
法
面
保

護
と
掘
削
を
並
行
作
業
と
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
基
礎
掘

削
に
約
三
か
月
の
遅
れ
が
生
じ
た
た
め
、
中
央
河
床
部
に

つ
い
て
河
川
転
流
方
法
を
変
更
し
先
行
打
設
と
同
時
に
掘

削
す
る
こ
と
で
工
程
の
遅
延
を
最
小
限
と
し
た
。

平
成
十
年
二
月
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
に
着
手
し
、

平
成
十
二
年
三
月
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
完
了
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
い
た
基
礎
処
理
、
放
流
設
備
及
び
管
理

設
備
の
完
成
を
待
っ
て
湛
水
試
験
を
実
施
し
た
。
湛
水
試

験
は
平
成
十
三
年
一
月
十
二
日
か
ら
開
始
し
、
最
低
水
位

（
EL.
一
二
八
・
二
〇
m
）
で
水
位
を
保
持
し
て
挙
動
を
監
視

し
た
後
、
六
月
二
十
一
日
に
常
時
満
水
位
（
EL.

一
四
四
・
一
〇
m
）
ま
で
湛
水
し
て
水
位
を
保
持
し
た
後

に
水
位
を
降
下
さ
せ
、
八
月
一
日
に
試
験
湛
水
を
完
了
し

た
。な

お
、
湛
水
試
験
期
間
で
ダ
ム
挙
動
監
視
中
の
平
成

十
三
年
三
月
二
十
四
日
、
震
度
五
強
の
芸
予
地
震
が
発
生

し
た
が
、
ダ
ム
堤
体
、
貯
水
池
周
辺
、
グ
ラ
ウ
チ
ン
グ
止

水
効
果
等
い
ず
れ
も
異
常
が
認
め
ら
れ
ず
、
は
か
ら
ず
も

本
ダ
ム
の
耐
震
性
が
証
明
さ
れ
た
。

事
業
の
効
果

佐
古
ダ
ム
の
水
は
南
部
幹
線
水
路
を
経
て
受
益
地
に
導

水
さ
れ
る
他
、
揚
水
機
場
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
受
益

地
に
導
水
さ
れ
て
い
る
。
用
水
管
理
と
し
て
は
、
面
河
ダ

ム
の
水
が
利
用
で
き
な
い
十
月
七
日
〜

六
月
五
日
の
期
間
に
冬
季
用
水
と
し
て

八
五
〇
、〇
〇
〇
㎥
の
農
業
用
水
を
供

給
し
て
い
る
た
め
、
九
月
に
は
水
位
が

下
が
る
通
常
の
か
ん
が
い
用
ダ
ム
と
は

異
な
り
、
佐
古
ダ
ム
は
十
月
初
め
に
満

水
と
な
る
。
面
河
ダ
ム
と
佐
古
ダ
ム
が

車
の
両
輪
と
し
て
一
年
中
、
道
後
平
野

の
農
業
用
水
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
佐
古
ダ
ム
は
ダ
ム
サ
イ
ト
に
存

在
し
て
い
た
旧
佐
古
池
が
か
り
の
水
田

に
夏
場
の
農
業
用
水
を
供
給
す
る
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。

令
和
二
年
度
に
農
林
水
産
省
に
よ
る

事
後
評
価
で
実
施
さ
れ
た
道
前
道
後
平

野
地
区
の
受
益
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
、「
水
不
足
が
解
消
さ
れ
た

と
感
じ
る
か
」
と
の
設
問
に
は
、

六
一
・
六
％
が
水
不
足
の
解
消
を
実
感

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
佐
古
ダ
ム
を
新

設
し
た
こ
と
で
、
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
た
旧
佐
古
池
の
決
壊
に
よ
る
浸
水
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
効
果
も
現
れ
て
お
り
、「
漏
水
等
の
不
安
が
解
消

さ
れ
た
と
感
じ
る
か
」
と
の
設
問
に
は
、
三
七
・
九
％
が

漏
水
等
の
不
安
の
解
消
を
実
感
し
て
い
る
。

佐
古
ダ
ム
か
ら
供
給
さ
れ
る
農
業
用
水
に
つ
い
て
道
後

平
野
土
地
改
良
区
に
お
話
を
伺
う
と
、
水
田
裏
作
と
し
て

レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
野
菜
栽
培
に
用
水
が
活
用

柑橘「紅まどんな」（愛媛果試第28号） キウイフルーツ

アスパラガス「緑のささやき」 さといも「伊予美人」（愛媛農試V2号）
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さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
安
定
的
な
用

水
供
給
の
確
保
等
に
よ
り
、
樹
園
地
で
は
愛
媛
果
試
第

二
八
号
や
不
知
火
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
い
っ
た
作
物
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
特
に
愛
媛
果
試
第
二
八
号
は
、
平
成

十
七
年
の
栽
培
面
積
が
七
・
八
ha
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

平
成
二
十
九
年
は
約
二
〇
倍
の
一
五
六
・
八
ha
と
な
る
な

ど
大
き
く
栽
培
面
積
を
伸
ば
し
て
い
る
。
糖
度
・
酸
度
・

外
観
な
ど
J
A
全
農
え
ひ
め
が
定
め
る
品
質
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
も
の
の
み
「
紅
ま
ど
ん
な
」
と
し
て
出
荷
さ
れ
、

贈
答
品
と
し
て
も
人
気
と

な
っ
て
い
る
。

本
地
域
内
に
は
多
く
の
農

産
物
直
売
所
が
点
在
し
、
地

域
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
や
果

樹
等
の
農
産
物
や
農
産
物
を

素
材
と
し
た
加
工
品
が
販
売

さ
れ
、
地
域
農
業
の
活
性
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
平
成

三
十
一
年
四
月
に
松
山
市
に

開
業
し
た
複
合
施
設
「
み
な

と
ま
ち
ま
っ
て
る
」
で
は
、

J
A
直
営
の
食
堂
で
直
販
所

「
お
ひ
さ
ま
い
ち
」
に
出
荷

さ
れ
る
野
菜
を
使
っ
た
サ
ラ

ダ
バ
ー
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、

愛
媛
県
内
産
農
産
物
を
使
っ

た
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
東
温
市
で

は
、
本
事
業
に
よ
る
通
水
後

に
い
ち
ご
の
観
光
農
園
が
開

業
し
、
収
穫
体
験
の
ほ
か
、

併
設
し
た
カ
フ
ェ
で
は
収
穫

し
た
い
ち
ご
を
使
っ
た
ド
リ

ン
ク
や
ス
イ
ー
ツ
等
を
提
供

し
て
い
る
な
ど
都
市
農
村
交

流
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

虹
の
用
水
の
思
い
を
継
い
で

道
後
平
野
土
地
改
良
区
理
事
長

（
東
温
市
長
）

加
藤

章
　
　

道
後
平
野
は
、
県
都
松
山
市
を
は
じ
め
伊
予

市
、
東
温
市
、
松
前
町
、
砥
部
町
に
跨
る
県
下

有
数
の
穀
倉
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
瀬
戸
内
式

気
候
の
少
雨
地
帯
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
慢
性
的

な
干
ば
つ
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
に
、
恵
み
の
水
を
も
た
ら
し

た
の
が
、
昭
和
三
十
二
年
度
に
着
工
、
四
十
二

年
度
に
完
了
し
た
道
前
道
後
用
水
農
業
水
利
事

業
（
一
期
事
業
）
で
、
道
後
平
野
土
地
改
良
区

は
、こ
の
事
業
で
整
備
し
た
水
利
施
設
の
運
用
・

管
理
の
主
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、
現
在
、
三
市

二
町
の
約
五
、六
〇
〇
ha
を
受
益
地
と
し
て
い

ま
す
。

石
鎚
山
脈
に
源
を
発
し
高
知
県
へ
流
れ
出
る

仁
淀
川
水
系
に
設
け
た
面
河
ダ
ム
か
ら
、
愛
媛

県
に
導
か
れ
た
用
水
は
「
虹
の
用
水
・
感
謝
の

用
水
」
と
呼
ば
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
が
、
建
設
当
時
、
中
学

生
で
あ
っ
た
私
は
、
農
家
で
あ
る
実
家
近
く
の

大
規
模
工
事
に
、「
水
が
来
る
ん
だ
」
と
感
動

し
た
こ
と
を
今
な
お
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
時
が
経
ち
、
二
期
事
業
で
は
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
に
併
せ
、
建
設
さ
れ
た
の

が
佐
古
ダ
ム
で
す
。
佐
古
ダ
ム
は
、
元
々
こ
の

地
に
あ
っ
た
旧
佐
古
池
掛
か
り
の
水
田
用
水
に

加
え
、
三
市
二
町
の
冬
季
野
菜
作
等
の
た
め
の

か
ん
が
い
用
水
を
新
た
に
確
保
し
て
お
り
、
全

国
で
も
冬
季
用
水
を
貯
水
す
る
ダ
ム
は
稀
有
な

状
況
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
受
益
地

で
は
水
稲
に
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営

や
中
晩
柑
等
を
主
体
と
し
た
果
樹
専
作
経
営
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
レ
タ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等

の
ほ
か
、
高
級
柑
橘
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

る
「
紅
ま
ど
ん
な
」
も
高
い
県
内
生
産
シ
ェ
ア

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
話
題
と
し
て
、
日
本
発
祥
の

地
と
さ
れ
る
東
温
市
で
の
「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、
も
う
間
も
な
く
四
〇
周
年

を
迎
え
、
毎
年
数
百
点
の
か
ぼ
ち
ゃ
が
大
集
合

し
、
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
ほ
か
、

愛
媛
版
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
一
次
産
業

女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
さ
く
ら
ひ
め
」
に
は
、

道
前
道
後
用
水
地
区
に
お
い
て
も
約
三
〇
人
が

参
加
し
、
生
産
者
同
士
の
意
見
交
換
会
や
、
経

営
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
講
座
を
通
し
、
次

世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
女
性
活
躍
の
場
の
拡

大
を
図
る
な
ど
、
活
き
活
き
と
し
た
愛
媛
農
業

が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
農
業
を
支
え
て
き
た
道
前
道
後
用
水
施

設
も
建
設
か
ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
、
さ
ら
に

老
朽
化
が
至
る
所
で
進
む
ほ
か
、
本
地
域
が
南

海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
大
規
模
地
震
対
策
は
急
務
と
な

り
、
昨
年
八
月
に
三
期
事
業
も
着
工
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
新
年
早
々
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
で
の
甚
大
な
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
事

業
の
着
実
な
進
捗
と
一
日
も
早
い
効
果
の
発
現

を
切
望
し
て
い
ま
す
。

当
改
良
区
と
し
ま
し
て
は
、
国
、
県
、
市
町

と
と
も
に
、
受
益
農
家
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ

て
、
よ
り
一
層
事
業
の
推
進
と
施
設
管
理
に
取

り
組
み
、先
人
達
の
思
い
を
胸
に
「
虹
の
用
水
」

を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
継
承
し
て
い
く
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

受益地（東温市）の花き農家が栽培に取り組む「さくらひめ」
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棚
田
の
話

一
期
事
業
で
整
備
さ
れ
た
面
河
ダ
ム
に
向
か
う
途
中
、

石
垣
の
集
落
沿
い
に
国
道
四
九
四
号
を
進
む
と
右
側
に

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」に
選
出
さ
れ
た「
雨
滝
音
田（
あ
ま
た

き
お
ん
だ
）」の
展
望
が
広
が
る
。
龍
神
伝
説
の
残
る
景
勝

地
雨
滝
の
周
辺
に
、
棚
田
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
地
名

の
音
田
は
、
神
社
田
の「
恩

田
」が
由
来
と
さ
れ
て
お
り
、

古
く
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て

来
た
良
質
な
米
が
取
れ
る
美

し
い
棚
田
と
し
て
知
る
人
ぞ

知
る
存
在
で
あ
る
。
近
く
に

は
、
雨
滝
屋
が
あ
り
、
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
の
国
際
総
合
部
門

で
金
賞
受
賞
の
ブ
ラ
ン
ド
米

「
穂
田
琉
米
」や
地
域
の
農
産

物
等
の
直
売
所
と
な
っ
て
お

り
、
観
光
案
内
所
と
し
て
情

報
発
信
を
し
て
い
る
。「
雨

滝
音
田
の
棚
田
」の
棚
田

カ
ー
ド
の
配
布
も
行
っ
て
い

る
の
で
近
く
を
訪
れ
る
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
雨
滝
棚
田
も

訪
問
し
て
頂
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】

•「
石
槌
の
水
こ
こ
に
展
く

道
前
道

後
用
水
史
」
昭
和
五
十
三
年
十
月

道
前
道
後
用
水
史
編
集
委
員
会

•「
佐
古
ダ
ム
建
設
工
事
工
事
誌
」
平

成
十
三
年
三
月
西
松
・
ア
イ
サ
ワ

建
設
共
同
企
業
体

•「
佐
古
ダ
ム
技
術
誌
」
平
成
二
十
一

年
一
月
中
国
四
国
農
政
局
四
国
土

地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

•「
道
前
道
後
平
野
事
業
誌
」
平
成

二
十
三
年
三
月
中
国
四
国
農
政
局

四
国
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

佐
古
ダ
ム
建
設
工
事
の
思
い
出

西
松
建
設
株
式
会
社

新
幹
線
渡
島
出
張
所
長

（
元
佐
古
ダ
ム
出
張
所
工
事
係
）

吉
平

安
生

佐
古
ダ
ム
は
、
愛
媛
県
松
山
市
東
部
の
東
温

市
（
旧
温
泉
郡
重
信
町
）
に
建
設
さ
れ
た
重
力

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
。
一
九
九
七
年
四

月
に
入
社
し
た
私
に
と
っ
て
最
初
の
現
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。
着
任
時
は
ま
だ
、
仮
事
務
所
で

計
画
業
務
の
真
っ
只
中
で
し
た
。
そ
の
後
、
仮

設
備
・
堤
体
基
礎
掘
削
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
・

建
設
発
生
土
受
入
地
整
備
工
等
様
々
な
工
種
に

携
わ
り
、
約
四
年
間
竣
工
ま
で
工
事
係
と
し
て

従
事
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
間
諸
先
輩
を

は
じ
め
道
後
支
所
の
皆
様
や
現
場
で
出
会
う

方
々
か
ら
施
工
技
術
や
現
場
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

わ
り
、
土
木
屋
と
し
て
の
基
礎
を
築
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
生
活
で
も
こ
の
地
に
居
を

構
え
た
こ
と
も
あ
り
思
い
入
れ
の
あ
る
現
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
佐
古
ダ
ム
で
は
農
林
水
産
省
に
於
け
る

小
規
模
ダ
ム
合
理
化
施
工
の
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
堤
体
の
下
位
標
高
部
に
お
い
て
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
直
送
方
式
に
よ
る
拡
張
レ
ヤ
工
法

を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ッ
チ
ャ
ー

プ
ラ
ン
ト
か
ら
打
設
面
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

主
運
搬
方
式
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
方

式
も
採
用
し
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
レ
ヤ
・
拡
張

レ
ヤ
の
二
工
法
を
追
加
し
た
三
種
類
に
て
堤
体

打
設
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

直
送
方
式
に
お
け
る
堤
内
・
堤
外
運
搬
路
の
維

持
管
理
に
は
苦
労
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
重

機
類
・
資
材
等
の
堤
内
搬
入
・
搬
出
が
容
易
で

あ
っ
た
一
方
、
打
設
面
の
上
昇
に
合
わ
せ
た
進

入
路
の
盛
替
え
・
乗
り
込
み
箇
所
の
洗
車
設
備
・

若
材
令
箇
所
の
養
生
等
経
験
不
足
の
私
に
と
っ

て
苦
労
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
場

面
の
中
で
も
、
自
分
に
今
で
き
る
こ
と
や
一
歩

で
も
前
に
進
め
る
こ
と
に
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
堤
体
打
設
に
お
い
て
は
、
作
業
員
と

一
緒
に
な
っ
て
大
き
な
ハ
ン
ド
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
ー
を
使
用
し
て
締
固
め
た
日
々
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
と
な
っ
て
は
記
憶
に
残
る
大
切
な

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
佐
古
ダ
ム
が
地
域
の

た
め
に
水
を
湛
え
、
地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

堤体進入路全景

雨滝音田の棚田（R4.8.22提供）
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